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セントジョージとの交流が
30周年となりました

10月３日（水）から10日（水）まで、いびがわマラソン派遣
団がアメリカ合衆国ユタ州セントジョージ市を訪問しました。
揖斐川町とセントジョージ市は、毎年お互いのマラソン大会に
合わせ交流を行っており、今回で30周年の節目となりました。
現地では、マラソン大会への参加やセントジョージ市議会へ
の表敬訪問、ホームスティ先での交流等を行いました。
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

前
　
日

当
　
日

みんなが
家族になれる日がやってくる

いびがわマラソン大会テーマ

応援する人も、ボランティアもランナーと一緒に走ってる

11月10日土
会場　地域交流センター周辺

選手受付（安心カード提出）
12:00 ～19:00

金コーチ＆優ちゃんの
ランニングミーティング＆サイン会

13:30 ～16:00

11月11日日 �※いびがわチャンネルで生中継！

　メイン会場　地域交流センター周辺
　ゴール会場　揖斐川町役場

選手受付（安心カード提出）　6:30 ～ 9:00 まで
フルマラソン	   9:45 スタート
ハーフマラソン	 10:30 スタート
ウォーキング	 10:35 スタート（ハーフ後方より）
※ウォーキングは当日受付もあります！(先着200名・朝９時まで)

いびがわマラソン実行委員会事務局　　TEL 23－0117

2018 11/11日
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大会を盛り上げるゲストの皆さん

いびがわマラソン情報
今月の
特集

いびがわマラソン 31 回大会には、全国・海外から10,014 人のランナーのエントリーがありました！
応援する人、ボランティアで参加する人、ランナーとして参加する人、みんなが一体になって大会を
盛り上げていきましょう。皆さんのご参加をお待ちしております！

ランナーのエントリー状況

スペシャルゲスト
中村 優さん

スペシャルコーチ
金 哲 彦さん

スペシャルサポーター
西田 ひかるさん

スペシャルアドバイザー
高橋 尚子さん

金 コ ー チ と と も に、
NHK『ランスマ』に出演
していたタレントラン
ナーの中村優さんが今
年も明るく大会を盛り
あげます。

初心者から上級者まで、市民
ランナーの強い味方。
マラソン教室やホームペー
ジ「おしえて！金コーチ」の
アドバイスコーナーなど、直
接指導していただけます。

ひかるさんが、 ラン
ナーもボランティアも
応援する人もみんなを
元気に！
一緒に、ウォーキング
に参加しませんか？

3年ぶりに大会に帰っ
てきます!!
いびがわ名物の『Qちゃ
んとハイタッチ』も復
活です。

フルマラソン
85歳（愛知県）

ハーフマラソン
90歳（愛知県）

性
男

フルマラソン

ハーフマラソン
75歳（池田町）

72歳（愛知県）性
女

種目別最高年齢

種　目　別

地　域　別

年　代　別

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

人

79
62-17

826
596-230

1,794
1,465-329

2,777
2,172-605

803
686-117

135
122-13

8
8-0
1

1-0

3,591
2,733-858

総数
男子-女子

その他

北海道 10
青森 1
岩手 1
宮城 1
秋田 -
山形 -
福島 1
茨城 6
栃木 4
群馬 4
埼玉 29

千葉 26
東京 110
神奈川 80
新潟 4
富山 20
石川 37
福井 59
山梨 4
長野 43
静岡 82
滋賀 104

京都 46
大阪 119
兵庫 53
奈良 30
和歌山 3
鳥取 1
島根 1
岡山 -
広島 7
山口 1
徳島 9

香川 3
愛媛 1
高知 1
福岡 5
佐賀 1
長崎 2
熊本 1
大分 1
宮崎 2
鹿児島 2
沖縄 3
外国 28

姉妹マラソンのアメリカ・セントジョージのほか、香港、台湾からのエント
リーが多く、遠くではオランダからもエントリーがあるなど、近年は海外か
らのエントリーも急増しています！

総数
10,014人

ハーフ
3,060人
30.6%

フル
6,954人
69.4%

男子
5,857人
58.5%

女子
1,097人

11%

男子
1,988人
19.8%

女子
1,072人
10.7%

エントリー総数
10,014人 愛知

4,765人
47.6%

岐阜
3,774人
37.7%

その他
946人
9.4%

三重
529人

5.3%

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

ワクワクどきどき
1 万人のスタートを見よう！
フルマラソンは 9:45に 7,000人が、ハーフマラソンは
10:30 に 3,000人が、それぞれスタートします。
揖斐高 & 揖斐川中吹奏楽部の皆さんが応援曲を演奏する
中、ゴールを目指します。

アイデア応援がランナーをゴールへ
どんな紙でもいいので、自分の思いを掲げて、ランナーを応
援してみては？メッセージはランナーの心に伝わるよ♪

ランナー 10,000 人を応援しよう
全国から集まるランナーにいびがわを楽しんでいただきま
しょう。ランナーにとってあなたの応援が大きな力に！
応援マップをみて出かけよう。

いびがわウォーキング
今年も、ひかるさんが参加予定。現在も役場マラソン事務局、
地域交流センター、健康広場で参加受付中です！
◆参 加 賞　Tシャツとジャガイモ (北海道芽室町産 )
◆参 加 費　1,000円
◆スタート　10：35（ハーフマラソン後方より）

ゲストの皆さんと一緒に楽しみたい !
メイン会場では、7時 30分からゲスト紹介や開会式、ス
タートセレモニーを開催。メインステージでは、高石ともや
さんのライブも行われます！

お茶目大賞は誰かな？
今年も、コスチュームを着たランナーが、沿道の皆さんを
楽しませながら、走りぬけます！ミニー、ピエロ、パンダ、
スパイダーマン・・・
今年はどんな衣装で登場するか楽しみ♪

地域応援を楽しもう
沿道では思い思いの応援が、繰り広げられます。園児
の太鼓・バンド演奏やおばば太鼓など、今年も盛りだ
くさん。ランナーと一緒に楽しめそう！

旨い＋安い　物産展がいっぱい！
ソーセージ、うどん、豚汁、北海道芽室町名物、いび茶、
串カツ、おでん、スイーツ・・・
おいしいアレコレにお土産もいろいろ楽しめます！

あ
な
た
は
、ど
こ
で『
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
』に
参
加
し
ま
す
か
？

いびがわマラソン実行委員会事務局　23-0117　FAX23-0121

私は会場派!
いっぱい食べて、
スタートでひかるさ
んとランナーを見
送るわ。

僕はコース派!
「その調子、いい走
りだよ」とランナー
を応援するよ。
ハイタッチも楽し
みだな。
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８
月
26
日（
日
）、
徳
山
湖
で
一
般
の
方
を

対
象
と
し
た
E
ボ
ー
ト
体
験
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
徳
山
湖
の
湖
面
を
活

用
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
外
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
着

け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
パ
ド
ル
を
手
に「
イ
ッ
チ
、

ニ
、
イ
ッ
チ
、
ニ
」
と
声
を
合
わ
せ
て
ボ
ー

ト
を
漕
い
で
湖
面
を
自
由
に
走
り
ま
わ
り
、

時
折
上
が
る
水
し
ぶ
き
に
歓
声
を
上
げ
、
湖

面
の
涼
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
徳
山
の
自

然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※
E
ボ
ー
ト
体
験
は
平
成
30
年
度
岐
阜
県
清

流
の
国
ぎ
ふ
推
進
補
助
金
を
受
け
て
整
備
し

た
も
の
で
す
。

９
月
19
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室
で

揖
斐
郡
３
町
が
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

施
行
に
伴
う
共
同
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。同

条
例
は
被
害
者
等
の
生
活
再
建
の
支
援

を
目
的
に
、死
亡
の
場
合
は
遺
族
に
30
万
円
、

重
傷
な
ど
の
場
合
は
家
族
に
10
万
円
を
支
給

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

会
見
で
町
長
は
、「
町
民
に
少
し
で
も
安

心
し
て
生
活
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
１
日
も

早
い
施
行
を
目
指
し
た
。
今
後
は
、
被
害
者

等
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の
支
援
内
容
を
充
実
し

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

な
お
、
同
条
例
の
施
行
は
県
内
初
と
の
こ

と
で
す
。

10
月
１
日（
月
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
第
21

回
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
認
定
書
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を
続
け
て

い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
に
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生
を

派
遣
し
、現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
び
、
国
際
性
豊
か
な

人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
る
18
人
の
生
徒
は
町
長
か

ら
認
定
書
が
手
渡
さ
れ
、
研
修
へ
の
気
持
ち

を
高
ぶ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
研
修
は
、
来
年
１
月
17
日（
木
）

か
ら
25
日（
金
）
ま
で
の
間
行
わ
れ
ま
す
。

10
月
3
日（
水
）
か
ら
10
月
10
日（
水
）
ま

で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
が
、
10
月
6
日（
土
）
開
催
の
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
、
完
走
さ
れ

ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

酒さ
か

井い　
　

一は
じ
め　
　

２
時
間
23
分
50
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
フ
ル　

８
位
）

　

世せ

古こ　

理り

恵え　
　

２
時
間
56
分
05
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
女
子
フ
ル　

13
位
）

　

今い
ま

村む
ら　

芳よ
し

隆た
か　
　

３
時
間
17
分
09
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
男
子
フ
ル
３
１
４
位
）

　

坪つ
ぼ

井い　

里さ
と

美み　
　

３
時
間
54
分
48
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
女
子
フ
ル
５
５
６
位
）

中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

認
定
式

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

Ｅ
ボ
ー
ト
体
験
会
開
催

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

▲認定書を受け取る生徒

▲共同記者会見の様子

▲ランナーの皆さん

▲ Eボート体験の様子
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９月４日（火）から ９月11日（火）まで開催された平成30年第４回揖斐川町議会定例会において、
平成29年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。

平成29年度決算について皆さんにお知らせします。

平成29年度会計別決算の内訳
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

決　算　総　額 206億473万2,829円 194億9,057万1,467円 11億1,416万1,362円

一　般　会　計 140億4,717万1,983円 131億2,838万8,307円 9億1,878万3,676円

特　別　会　計 65億5,756万846円 63億6,218万3,160円 1億9,537万7,686円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 31億2,775万7,509円 30億372万1,077円 1億2,403万6,432円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億1,276万2,561円 3億992万3,887円 283万8,674円

国民健康保険直診勘定特別会計 8,541万1,184円 8,318万5,440円 222万5,744円

大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 6,152万2,764円 6,019万251円 133万2,513円

脛 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,112万7,004円 1,527万5,899円 585万1,105円

市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,150万5,524円 576万1,390円 574万4,134円

谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 8,720万6,083円 8,559万4,305円 161万1,778円

北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億4,128万6,946円 1億4,087万1,113円 41万5,833円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億179万6,387円 7億9,591万6,374円 588万13円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 14億1,669万1,445円 13億9,573万7,776円 2,095万3,669円

個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 1億510万1,480円 1億152万2,950円 357万8,530円

町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,265万6,759円 6,205万658円 1,060万6,101円

杉原地域土地取得等特別会計 162万667円 162万円 667円

徳山ダム上流域公有地化特別会計 7,778万9,333円 7,778万9,333円 0円

地 域 情 報 特 別 会 計 1億7,817万3,855円 1億7,612万5,906円 204万7,949円

小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 2,585万9,902円 2,425万9,050円 160万852円

北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,605万2,740円 1,071万2,602円 534万138円

大 和 財 産 区 特 別 会 計 536万4,368円 535万9,000円 5,368円

谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 635万6,971円 580万8,189円 54万8,782円

長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 122万4,687円 60万7,960円 61万6,727円

横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 29万2,677円 15万円 14万2,677円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億7,101万8,158円 2億4,450万44円

上水道事業会計（資本的） 2億2,353万9,800円 3億8,633万9,130円

平成29年度の決算をお知らせします



7 Public Information IBIGAWA  2018. 11

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1億242万3,777円

総務費　一般的な事務に 24億5,775万6,208円

民生費　福祉の充実に 30億5,370万9,865円

衛生費　健康づくりやごみ処理に 13億2,049万6,018円

農林水産業費　農林業などの振興に 13億672万2,644円

商工費　商工業や観光の振興に 4億1,283万658円

土木費　道路や河川の整備に 9億8,438万4,707円

消防費　消防や防災に 5億7,169万4,889円

教育費　生涯学習や学校教育に 12億1,854万5,949円

災害復旧費 8,279万2,720円

公債費　借入金の返済に 16億559万872円

諸支出金 1,144万円

一般会計歳出総額 131億2,838万8,307円

一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 41億8,238万2,802円

分 担 金 お よ び 負 担 金 1億1,498万9,829円

使 用 料 お よ び 手 数 料 1億69万114円

財 産 収 入 3,227万7,052円

寄 附 金 2,905万4,000円

繰 入 金 6億6,473万8,749円

繰 越 金 6億8,793万3,848円

諸 収 入 4億5,470万4,039円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億4,810万4,000円

利 子 割 交 付 金 647万7,000円

配 当 割 交 付 金 1,270万5,000円

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 1,488万4,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 3億8,269万5,000円

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,507万815円

自 動 車 取 得 税 交 付 金 4,553万7,000円

地 方 特 例 交 付 金 807万4,000円

地 方 交 付 税 48億6,741万8,000円

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 202万円

国 庫 支 出 金 7億8,270万2,704円

県 支 出 金 7億5,361万4,031円

町 　 　 　 　 　  債 7億3,110万円

一般会計歳入総額 140億4,717万1,983円

議会費　0.8％

総務費
18.7％

民生費
23.3％

衛生費
10.1％

教育費
9.3％

諸支出金　0.1％

公債費
12.2％

災害復旧費
0.6％

商工費
3.1％

農林
水産業費
9.9％

土木費
7.5％

消防費
4.4％

一般会計
歳出総額

131億2,838万
8,307円

一般会計
歳入総額

140億4,717万
1,983円

地方譲与税	 利子割交付金
配当割交付金	 株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金	 ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金	 地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

諸収入　3.2％

地方譲与税等　4.6％ 繰越金　4.9％

繰入金　4.7％

寄附金
0.2％

使用料
および
手数料
0.7％

分担金および
負担金
0.8％

財産収入
0.2％

町税
29.8％

町債
5.2％

地方交付税
34.7％

県支出金　5.4％

国庫支出金　5.6％

依
存
財
源
 55.5％

自主財
源
 4
4
.5
％
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公
民
館
活
動

☆
揖
斐
公
民
館

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日　
　

時　

11
月
18
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
大
和
公
民
館

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日　
　

時　

11
月
４
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

健
康
広
場　

ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　

雨
天
中
止

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
》

◆
日　
　

時　

11
月
23
日（
金
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

14
時
～

◆
集
合
場
所　

大
垣
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
小
島
公
民
館

《
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日　
　

時　

11
月
18
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

朝
鳥
公
園

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
谷
汲
公
民
館

《
第
14
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
》

◆
日　
　

時　

11
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
～
15
時
30
分

◆
集
合
場
所　

谷
汲
文
化
会
館　

　
　
　
　
　
　

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

※
木
育
教
室
同
時
開
催（
午
前
中
）

《
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日　
　

時　

11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時
30
分

◆
集
合
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

《
花
い
っ
ぱ
い
運
動
》

◆
日　
　

時　

11
月
21
日（
水
）～

◆
開
催
場
所　

各
地
区

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
春
日
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
軽
ス
ポ
ー
ツ
》

◆
日　
　

時　

11
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

11
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　
　
　

19
時
～
21
時

◆
集
合
場
所　

旧
春
日
中
学
校
体
育
館

《
春
日
文
化
祭
》

◆
日　
　

時　

11
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～

◆
開
催
場
所　

春
日
振
興
事
務
所

特
別
企
画
展

　

草
創
１
３
０
０
年
記
念

　
「
西
国
三
十
三
札
所
」
と

「
谷
汲
巡
礼
街
道
」

好
評
開
催
中

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

当
館
で
は
11
月
25
日（
日
）
ま
で
右
の
通

り
特
別
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
徳
道
上
人
の
西
国
巡
礼
草
創
１
３
０
０
年

の
記
念
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
各
種
資
料
を

多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
　
場　

第
一
・
第
二
展
示
室

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
希
望
の
方
は
事

務
所
へ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▲西国 33 番目　谷汲山華厳寺

揖
斐
川
町
・
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
会
で
は
、
秋
の
城
台
山
を
コ
ー
ス
と
し
た

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
肩
や

首
の
こ
り
の
解
消
、
ま
た
歩
き
の
質
を
高
め

る
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時　

11
月
23
日（
金
・
祝
）（
受
付

は
９
時
～
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト（
準
備
体

操
・
歩
き
方
等
説
明
後
）

■
集
合
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
は
な
も
も
」
前　

■
対
象
者　

中
学
生
以
上
の
健
康
な
方

■
参
加
定
員　

１
０
０
名

■
コ
ー
ス　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
→
健
康

広
場
→
城
台
山
→
三
輪
神
社
等
を
含
む
町
並

み
エ
リ
ア
→
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物
等　

歩
き
や
す
い
服
装
や
靴
、
タ

オ
ル
、
帽
子
、
飲
物
な
ど

■
道
　
　
具　

ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
出
来
ま

す（
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

■
申
込
方
法　

11
月
13
日（
火
）
ま
で
に
、

健
康
広
場
ま
た
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な

も
も
、
役
場
３
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
備
え

付
け
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
４
８
１
）

城
台
山
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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平
成
30
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

カ
デ
ッ
ト
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
（
13
歳
以
下
）

第
33
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
　
　

全
関
西
空
手
道
選
手
権
大
会

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
川
病
院
旗
争
奪
第
17
回
岐
阜
県
学
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軟
式
野
球
大
会

揖
斐
小
学
校
４
年

　

細ほ
そ

野の　

真ま

未み

さ
ん

（
和
田
）

小
島
小
学
校
５
年

　

窪く
ぼ

田た　

響
き
ょ
う

介す
け

さ
ん

（
和
田
）

小
島
小
学
校
６
年

　

小こ

森も
り　

信し
ん

志じ

さ
ん

（
小
島
）

大
和
小
学
校
１
年

　

小こ

森も
り　

柊と
う

獅し

さ
ん

（
上
南
方
）

大
和
小
学
校
４
年

　

小こ

森も
り　
　

光ら
い
とさ
ん

（
上
南
方
）

谷
汲
野
球

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
77
回
国
民
体
育
大
会

　
　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
（
少
年
女
子
）

鶯
谷
高
校
３
年

　

髙た
か

木ぎ　

こ
の
み
さ
ん

（
谷
汲
名
礼
）

平
成
30
年
６
月
５
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
竹

中
勝
彦
さ
ん（
谷
汲
大
洞
）
が
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
、
富
田
町
長
よ
り
ご
家
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竹
中
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
４
月
に
坂
内
中

学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
大
野
中
学

校
や
揖
斐
小
学
校
な
ど
、
郡
内
の
小
中
学
校

に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
垂
井
町
立

垂
井
小
の
教
頭
、温
知
小
の
教
頭
を
歴
任
し
、

恵
那
市
立
三
郷
小
の
校
長
に
赴
任
し
ま
し

た
。
平
成
２
年
３
月
に
大
野
町
立
中
小
学
校

で
定
年
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
も
大
野
町
教
育

委
員
会
の
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
、
特
に

図
書
館
教
育
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
受
章

▲ご家族への伝達

平
成
30
年
８
月
11
日
に
、
岐
阜
市
長
良
川

球
場
で
開
催
さ
れ
た
、
第
50
回
記
念
岐
阜
県

学
童
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
、
審
判
員
の

薮や
ぶ

下し
た

勝か
つ

間ま

さ
ん（
長
良
）
が
、
岐
阜
県
軟
式

野
球
連
盟
よ
り
永
年
功
労
審
判
員
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

薮
下
さ
ん
は
揖
斐
川
町
を
は
じ
め
岐
阜
県

の
各
支
部
で
審
判
員
と
し
て
、
地
域
の
軟
式

野
球
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
労

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岐
阜
県
軟
式
野
球
連
盟

永
年
功
労
審
判
員
表
彰

▲表彰された薮下勝間さん

広
報
い
び
が
わ
９
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

正
七
位
受
位
の
記
事
の
中
で
、
勲
五
等
瑞
宝

章
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
勲
五
年
瑞
宝
章
と
記

載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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第
62
回
揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

第
６
回
揖
斐
郡
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展

　

夏
休
み
に
、
児
童
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
作
品
の
展
示
を
、

９
月
８
日（
土
）
～
９
日（
日
）
池
田
町
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
作
品
の
中

で
次
の
20
人
の
作
品
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
科
学
作
品
展
》

⃝

科
学
研
究
の
部
　

　

・
さ
さ
い
み
つ
き（
北
方
小
１
）　

・
山
本
た
く
み（
西　

小
２
）

　

・
道
家　

宏
汰　
（
池
田
小
３
）　

・
小
林　

侑
純（
池
田
小
４
）

　

・
高
野　

更
紗　
（
大
和
小
５
）　

・
國
枝　

祐
杏（
谷
汲
小
６
）

　

・
堀　
　

愛
美
、
杉
山
瑠
璃
花
、
安
元　

海
音
、
武
藤　

優
斗（
大
野
中
２
）

⃝

科
学
工
作
の
部

　

・
竹
中　

萌
陽　
（
温
知
小
４
）　

・
関
谷　

悠
汰（
東　

小
６
）

⃝

採
集
・
標
本
の
部

　
　

・
森
部　

博
登　
（
谷
汲
小
４
）

《
社
会
科
課
題
追
究
学
習
作
品
展
》

　

・
つ
ぼ
い
め
い　
（
北　

小
２
）　

・
服
部
朔
太
朗（
養
基
小
３
）

　

・
清
水　

菜
央　
（
池
田
小
４
）　

・
河
瀬　

佳
吾（
八
幡
小
５
）

　

・
道
家
佑
生
子　
（
池
田
小
６
）　

・
和
田　

結
愛（
池
田
中
１
）

　

・
高
橋　

秀
歩　
（
池
田
中
２
）

揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
10
日（
月
）に
行
わ
れ
た
郡
審
査
会
で
次
の
12
人
の
作
品
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

・
植
山
あ
お
い　
（
谷
汲
小
２
）　

・
若
原　

蒼
空（
清
水
小
２
）�

（
敬
称
略
）

　

・
富
田　

百
香　
（
池
田
小
２
）　

・
白
木　

伶
奈（
養
基
小
３
）　　
　
　

　

・
大
野　

柚
芽　
（
清
水
小
３
）　

・
横
山　

舜
介（
揖
斐
小
４
）　

　

・
加
藤　

悠
太　
（
大
野
小
５
）　

・
牧
村　

逢
奈（
中　

小
５
）       

　

・
國
枝　

祐
杏　
（
谷
汲
小
６
）　

・
小
川
萌
々
子（
揖
斐
川
中
２
）

　

・
朝
倉　
　

邑　
（
坂
内
中
２
）　

・
石
原
領
太
郎（
揖
東
中
３
）

第
61
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

期
　
　
　
日　

12
月
２
日（
日
）
10
時
～

参
加
申
込
み　

11
月
５
日（
月
）
ま
で

お
問
い
合
せ
・
申
込
先
　
池
田
町
田
中
５
５
５

　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局　

℡
４
４

－

１
２
６
２

揖斐郡教育研修センターだより

教
職
員
の
夏
期
研
修

４
つ
の
講
座（
６
コ
ー
ス
）
を
開
催
し
、

２
７
０
名
の
教
職
員
が
受
講
し
ま
し
た
。
実

技
研
修
で
は
、
理
科
、
音
楽
、
図
工
・
美
術

に
つ
い
て
、
専
門
の
先
生
よ
り
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
学
級
経
営
に
つ
い
て

は
、
揖
斐
郡
内
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の

先
生
よ
り
実
践
を
具
体
的
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道

徳
教
育
、
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
も
、
西
濃
地
区
の
専
門
の

先
生
を
講
師
に
研
修
し
ま
し
た
。
模
擬
授
業
や
感
想
・
質
問
の

場
面
で
、
進
ん
で
挙
手
・
発
言
す
る
な
ど
、
先
生
方
の
積
極
的

な
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

理科実技研修

学
校
保
健
会
研
修
総
会

８
月
２
日（
木
）
に
、
平
成
30
年
度
揖
斐
郡
学
校
保
健
会
研
修
総
会
が
、
揖
斐
川
町
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
、学
校
保
健
に
関
す
る
表
彰
と
と
も
に
、「
日

本
の
た
ば
こ
と
揖
斐
郡
防
煙
教
室
」
と
題
し
て
、
た
し
ろ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

多
代
友
紀

先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

《
学
校
保
健
会
功
績
者
》

・
野
田　

宜
輝　

・
山
下　

義
実　

・
𠮷
平
い
ず
み

《
歯
の
優
良
児
童
》

・
小
森　

遥
太（
小
島
小
）　

・
國
枝　

万
結（
池
田
小
）

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
特
選
校
》　

・
中　

小　

・
池
田
小　

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
良
校
》

・
大
野
小　

・
養
基
小　

・
春
日
小　

・
大
野
中　

・
池
田
中

揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

本
年
度
の
揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
が
、
９
月
８
日（
土
）
午
後
、
池
田
町
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団
体

と
個
人
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
日
頃
か
ら
の
活
動
を
皆
さ
ん
と
共
に
讃
え
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
揖
斐
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
大
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
文
書
提
案

を
も
と
に
、
積
極
的
な
活
動
内
容
を
学
び
合
っ
た
り
、
課
題
を
共
有
し
た
り
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
臨
床
心
理
士
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

井
上 

修
一
氏
よ
り「
多
面
的
な
も
の

の
見
方
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
た
上
で
、

や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
と
い
う
姿
勢
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 図工・美術実技研修音楽実技研修
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

 

谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

【
一
般
書
】

・
も
～
っ
と
ず
ぼ
ら
ヨ
ガ�

崎
田　

ミ
ナ

・
農
家
が
教
え
る
軽
ト
ラ
＆
バ
ッ
ク
ホ
ー

�

農
文
協
編

・
お
母
さ
ん
、
年
末
、
実
家
に
帰
ら
な
け

れ
ば
ダ
メ
で
す
か
？�

心
屋
仁
之
助

・
妻
が
願
っ
た
最
期
の
「
七
日
間
」

�

宮
本　

英
司

・
新
カ
ド
タ
式
生
ご
み
で
カ
ン
タ
ン
土
づ

く
り�

門
田　

幸
代

・
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
の
新
常
識

�

星　
　

旦
二

・
女
子
の
筋
ト
レ
＆
筋
肉
ご
は
ん

�

坂
詰　

真
二

・
た
だ
し
、
無
音
に
限
り�

�

織
守
き
ょ
う
や

・
パ
ズ
ラ
ク
シ
ョ
ン�

霞　
　

流
一

・
洗
濯
屋
三
十
次
郎�

野
中
と
も
そ

・
一
度
だ
け�

益
田　

ミ
リ

・
小
さ
な
幸
せ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
数
え
る

�

末
盛
千
枝
子

【
児
童
書
】

・
ぴ
ち
ぱ
ち
さ
く
さ
く�

若
菜
ひ
と
し

・
い
き
も
の
寿
命
ず
か
ん�

新
宅　

広
二

・
こ
れ
、
た
べ
た
ら
お
い
し
い
か
な
？

�

や
ま
し
た
ゆ
う
こ

・
お
せ
ん
べ
や
け
た
か
な�

こ
が
よ
う
こ

・
日
本
の
お
か
し
な
現
代
妖
怪
図
鑑

�

朝
里　
　

樹

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

11
月
3
日（
土
・
祝
）

　
　
　

10
時
30
分
～

大
型
絵
本
「
ど
う
ぞ
の
い
す
」

エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

谷
汲
図
書
館
お
は
な
し
会

　

日
時　

11
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

☆
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
☆

「
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
講
座
」

　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
講　

師　

家
庭
文
庫「
ぷ
う
」
主
宰

天
野
知
子
先
生

■
と　

き　

11
月
２
日（
金
）　

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
対　

象　

２
歳
～
３
歳
児
親
子

■
場　

所　

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
の
部
屋

■
各
講
座
、
親
子
15
組　

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
み　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
登
録

し
て
い
る
親
子
は
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
そ
の

他
の
親
子
は
、
揖
斐
川
図
書
館
へ
お
願
い
し

ま
す
。

第
４
回　
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば

『
こ
と
ば
と
あ
そ
ぼ
う
』

■
講　

師　

小
川　

深
雪
先
生
と

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

■
日　

時　

11
月
22
日（
木
）
10
時
30
分
～

■
場　

所　

揖
斐
川
図
書
館　

■
定　

員　

親
子
10
組

■
申
込
み
先　

揖
斐
川
図
書
館

11
月
の
休
館
日

《
三
館
共
通
》

■
毎
週
月
曜
日

■
６
日（
火
）、
27
日（
火
）

《
揖
斐
川
図
書
館
》

　

９
日（
金
）・
10
日（
土
）・
11
日（
日
）

　

※
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
の
た
め

お
は
な
し
会

小
学
生
読
書
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
！

　

秋
の
読
書
週
間
特
別
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
分
類
ビ
ン
ゴ
を
開

催
し
ま
す
。
３
ビ
ン
ゴ
で
、
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し

ま
す
。（
先
着
50
名
ま
で
）
参

加
希
望
者
は
、
揖
斐
川
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
期　

間　

10
月
27
日（
土
）

～
11
月
30
日（
金
）

■
対　

象　

小
学
生

■
場　

所　

揖
斐
川
図
書
館

※
谷
汲
、
坂
内
図
書
館
で
は
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

図
書
の
寄
附

揖
斐
川
町
大
光
寺
の
有
限
会
社
揖
斐
川

清
掃
宮
本
実
浩
様
か
ら
、
図
書
５
４
６
冊
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
が
監
修
し
た
「
が
ん
の
本
」
の
ほ

か
、
色
々
な
病
気
に
つ
い
て
解
説
し
た
本
や

語
学
に
関
す
る
参
考
書
な
ど
、
色
々
な
分
野

の
図
書
が
あ
り
ま
す
。
11
月
末
ま
で
、
揖
斐

川
図
書
館
の
新
刊
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。

ご
芳
志
に
添
い
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
展
示
期
間
終
了
後
も
、

企
画
展
示
等
で
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

▲新刊コーナー「寄贈図書の展示」
歴史、地理、料理、文学など、色々な分野の図書が並んでいます。
小さな図書館のようです。
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揖
斐
川

　
　
　

11
月
の
予
定

１
日（
木
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

	

　【
3
か
月
～
12
か
月
】

２
日（
金
）	

♪
図
書
館
交
流

	

　【
す
く
す
く
読
み
聞
か
せ
対
象
２
・
３
歳
児
】

６
日（
火
）	

♪
収
穫
祭

	

　【
セ
ン
タ
ー
で
育
て
た
さ
つ
ま
芋
の
焼
き
芋
会
他
】

７
日（
水
）	

♪
お
や
つ
指
導

	

　【
お
や
つ
の
話　

試
食
】

９
日（
金
）	

♪
音
楽
の
ひ
ろ
ば
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

	

　【
マ
マ
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
】

13
日（
火
）	

♥
お
話
ル
ー
ム（
人
形
劇
同
好
会
パ
ク
パ
ク
）

	

♪
11
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

15
日（
木
）	

　
発
育
測
定
10
時
15
分
受
付
終
了

	

　【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

17
日（
土
）	

　
第
3
土
曜
日
セ
ン
タ
ー
開
館
日

	

　【
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
】

21
日（
水
）	

♪
教
え
て
ド
ク
タ
ー

	

　【
専
門
医
に
よ
る
育
児
講
座
】

27
日（
火
）	

♪
働
く
マ
マ
の
た
め
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク(

電
話
予
約
可)

30
日（
金
）	

♥
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　【
マ
マ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊�

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
前
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日������������������������������������

毎
週
月
曜
日 

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

������������������

月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

����������������������������������

第
２
月
曜
日 

13
時
～
15
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

～★子育て支援センターの小動物に触れ合いましょう★～

　支援センターで金魚とバッタとカブト虫とサワガニを飼育しています。餌をあげるのはセンターを訪れる子ども
達です。「バッタにお水をあげたい」と言って霧吹きを持っていく子、「クワ子のえさ下さい」と言ってゼリーを持っ
ていく子など小動物を可愛がる未就園児さんが沢山います。
　毎日、見て触って観察して小動物について興味が深まり、更にお母さんの働きかけで図鑑を観たり、スマホで検
索して知識を深めています。園庭では、親子でコオロギやトンボ等を捕まえて楽しむ姿が見られます。
　同年齢の友達が抵抗なく小動物を触っている姿に刺激を受けて怖々虫を持とうとする子や自宅のカブト虫を友
達に見せようと観察ケースを大切そうに持ってくる子など小動物を通して友達関係が深まっていきます。

子どもたちが楽しみにしているクリスマス会を今年も実施します。
子育て仲間やボランティアさんと一緒に楽しいひと時を過ごしましょう。
日    時　12月７日（金）　10時00分～11時30分　
場    所　揖斐川子育て支援センター・ホール
募集人数　子ども50人
申込方法　※町内在住の方対象　参加費必要
	 申込日　11月５日（月）から
　　　　　※町外在住の方対象　　参加費必要
	 申込日　11月12日（月）から
	 ＊定員になり次第締め切ります。

 
❤子育てクリスマス会の参加募集をします❤
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出
前
保
育

●
「
お
い
し
い
ね
！
」～

お
じ
ま
幼
児
園
～

　

お
じ
ま
幼
児
園
で
は
、
食
育
の
一
環
と
し
て

６
月
の
親
子
の
集
い
に
、
親
子
で
食
育
指
導
を

行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
毎
に
、
三
大
栄
養
素
や

食
事
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
絵
な
ど
を
使
っ
た

り
ク
イ
ズ
形
式
に
し
た
り
し
て
子
ど
も
達
に
わ

か
り
や
す
く
楽
し
く
、
保
護
者
の
方
も
一
緒
に

食
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
給
食
先
生
手
作
り
の
お
や
つ
を
一
緒
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
あ
っ
た
か
い
ね
。」「
わ
ー

　

ば
な
な　

は
い
っ
と
る
ね
。」「
お
い
し
い
ね
。」

と
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
い
た
だ
く
親
子
の
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
春
に
年
長
児
が
植
え
た
夏
野
菜

も
子
ど
も
達
が
収
穫
を
し
て
、
各
家
庭
に
持
ち

帰
り
、
料
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
年
間

を
通
し
た
食
育
指
導
を
家
庭
と
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
食
に
つ
い
て
親
子
で
話
し
合
い
、
関

心
が
持
て
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
食
の

大
切
さ
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
日
々
伝
え
て
い
き
、

楽
し
く
食
べ
て
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

14 水
　　 出前保育：おじま幼児園（園児とのふれあい）
　　 町立幼児園：なかよしタイム（園庭などを開放しています）

20 火 ★♪ 出前保育：谷汲公民館（料理教室）

21 水
★　 出前保育：大和公民館（地域散策）
★♪ 揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

28 水
　　 出前保育：くぜ幼児園（園児とのふれあい）
　　 町立幼児園・なかよしタイム（園庭などを開放しています）

◇ 幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇ ★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇ 居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇ 開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇ ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
 　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www.ibi-youchien.ed.jp/

11月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています

～
地
域
で
相
談
と

遊
び
の
場
を
設
置
～

☆ 子育て支援センターは、子ども（０～ 18 歳未満）のあらゆる相談窓口です。
☆ いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
　　　　 子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23 ー 1136
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

いろいろな「できる」ことや「できない」こと
を経験していくと、その経験に基づいて「でき
ないかもしれない」と、しり込みするようにな
ります。その子が挑戦できるところをみつけな
がら「できる」に繋がっていく丁寧な関わりが
大切です。
挑戦を繰り返していくことで、「できるかも
しれない」が「できる」「できた」に変わってい
くように、大人が子どもと一緒に挑戦し、見守
り、できた嬉しさに共感する関わりが大切です。

子どもが 「できる」
ようになる励まし

出来ないことを無理強いするの
ではなく、心の底にある願いを
感じとって一緒に関わる大切さ

か
す
が
幼
児
園
児
と
一
緒
に
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た

【
９
月
12
日
か
す
が
幼
児
園
】

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保

健
セ
ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

藤
橋
地
区
で
カ
レ
ー
つ
く
り
を
楽
し

み
ま
し
た

【
９
月
19
日　

藤
橋
集
会
場
】
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【教室参加への申込み不要、参加無料】
【持ち物】　運動のできる服装、上靴、水分、タオル、
　　　　　教室のファイル（お持ちの方）

【受付・血圧測定】９時 30 分～　教室：10 時～ 11 時 30 分

日頃の生活が楽になる運動を、皆さんで楽しくしてみませんか？
揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方であれば、どの公民館にもご参加いただけます！

11月のおたっしゃ教室　

公民館 部屋 日程  開催日
揖斐 １階　和　室 第２火曜日 11月13日
小島 １階　集会室 第４火曜日 11月27日
大和 ２階　集会室 第１火曜日 11月 6日
北方 １階　集会室 第３火曜日 11月20日
清水 １階　集会室 第４木曜日 11月22日
𦙾永 １階　ホール 第２木曜日 11月 8日

健幸ポイント
対象事業です♪

認知症カフェ・失語症カフェ
お茶をしながらの交流や、認知症や失語症に関わる専門家と情報交換、相談をすることもできます。

名　前 会　場 開催日時 電話番号

認
知
症
カ
フ
ェ

喫茶しずやま グループホーム揖斐川げんき村
（揖斐川町志津山谷378）

11月21日（水）
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

21－3511

喫茶　Chidori（チドリ） 特別養護老人ホームかりやど
（揖斐川町黒田419-3）

11月28日（水）
14時～ 16時 22－5511

カフェスマイルデイズ メディカルケアセンターＩＢ
（揖斐川町長良657-1）

11月28日（水）
13時～ 16時 22－0122

ふらっとカフェ
JAいび川　清流の里

（揖斐川町三輪中新田2439-1）

11月16日（金）
13時30分～ 15時

21－3666失
語
症

カ
フ
ェ

失語症カフェ
※脳の損傷による言語障害の一つ

11月18日（日）
13時30分～ 15時

【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター　℡２３－１３４１

～誰でも参加できる憩いの場～

※内容など詳細は各会場へおたずねください。

住民が「地域で生き、地域で逝く」こと
を支え全国に発信しておられます。
地域での医療、介護について一緒に考え
てみませんか？

講師　中村伸一医師
（福井県おおい町国保名田庄診療所所長）

自宅で大往生　～「ええ人生やった」と言われるために～

11月

※公民館によって講師が異なります。
【お問い合せ】　揖斐川町地域包括支援センター  ℡２３－１３４１

揖斐郡在宅医療介護連携推進協議会講演会

NHK「プロフェッショナル　仕事の流儀」に出演　　BSドラマ「ドロクター」のモデル

日時　12 月 1 日（土）
　　　13：30 ～ 15：00
　　　（開場 13：00）
会場　地域交流センターはなもも

入場
無料

お問い合せ　揖斐広域連合  
　　　　　　℡ 23-0188
　　　　　　fax 21-0126
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卒煙教室を開催します!!

日にち：11月29日（木）
時　間：19:00～20:30（受付 18:30～）
場　所：揖斐川保健センター　（上南方165-1）
講　師：谷汲中央診療所　医師　西脇　健太郎　先生
内　容：喫煙度チェック、呼気中一酸化炭素濃度測定、
　　　　禁煙治療について　などなど・・・。
　　　　☆申込み締め切り　11月 27日（火）まで
※ 禁煙を強制することは致しません。
※ 禁煙をしたい方には、保健師が個別でサポートを行っています。
　お気軽にご相談下さい。
☆参加申し込み、お問い合せ　揖斐川保健センター（℡ 23-1511）

健幸ポイント
対象事業です♪

　10月1日～11月30日は、麻薬・覚醒剤乱用防止運動月間です。
　薬物の乱用は、個人の健康被害だけではなく、様々な犯罪の誘因にもなり、私たちの生活に危害をもたら
すことにもなります。
　そのため、国民一人一人が認識を高め、麻薬・覚醒剤などの薬物乱用の根絶を図りましょう。
【お問い合せ】　西濃保健所揖斐センター生活衛生係　℡ 23-1111（内線）262

風疹が流行しています！ 積極的に予防接種を受けましょう。
★次の方で、明らかに風疹にかかったことがなく、これまで予防接種を受けていない場合は、接種をご検討
ください。（任意接種のため有料です）
　○30～50歳代の男性（1994年までは女子のみ接種）
　○妊婦の同居家族
　○妊娠を希望される女性（ワクチン接種後２か月間は妊娠を避ける） 
　○出産後の女性（次の妊娠にそなえて）
★風疹は飛沫感染です。外出後のうがい、手洗いをしっかり行い、急な全身性の発疹や発熱などの症状が現
れたら、早めに病院を受診しましょう。
【お問い合せ】　揖斐川保健センター　℡ 23-1511

有

料

広

告

欄

「ダメ。ゼッタイ。」麻薬・覚せい剤・大麻の乱用をなくそう！
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平成30年第４回揖斐川町議会定例会が、９月４日から11日までの８日間の会期で開催されました。
初日には、町長から報告案件２件、条例案件３件、予算案件７件及び決算認定など38議案が提出さ
れ提案説明と天羽茂喜監査委員による監査報告が行われ、このうち２件が報告され３議案を原案どお
り可決・同意し、残る33議案の審査は各委員会に付託されました。
６日には、総務文教・民生建設の各常任委員会が開催され、それぞれ付託された議案の審査が行わ
れました。また、平成29年度23会計の決算認定については、９月７日に議員全員で構成する決算特別
委員会で審査されました。
２日目の10日には、６名の議員が一般質問を行いました。
最終日の11日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、質疑・討論・採決が行われ、
すべての議案が原案どおり可決・認定されました。

本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

報
告
案
件

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
２
件
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
公
営
企
業
資
金
不

足
比
率
の
報
告

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制

定犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ
き
、
犯
罪

被
害
者
等
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本

理
念
を
定
め
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
立
保
育
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
立
保
育
所
に
つ
い
て
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な

提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第
２

項
第
２
号
に
基
づ
く
保
育
所
型
認
定
こ
ど

も
園
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が

交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

補
正
額

　
　

６
億
２
９
３
８
万
３
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　

１
３
７
億
６
５
７
８
万
５
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　

２
９
８
４
万
１
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　

２
６
億
５
８
３
４
万
１
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

１
６
８
万
５
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

８
２
８
８
万
５
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

３
７
６
万
４
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

１
億
４
０
７
６
万
４
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

６
３
６
万
３
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

８
億
１
６
７
６
万
３
０
０
０
円

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
町
営
住
宅
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

６
４
９
万
１
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

７
３
５
９
万
１
０
０
０
円

第４回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り
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国
内
で
は
、
こ
の
暑
さ
で
多
数
の
熱
中
症
患

者
が
出
て
、
死
者
も
出
す
ほ
ど
の
殺
人
的
な

猛
暑
と
な
り
ま
し
た
。
痛
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

そ
こ
で
、
小
・
中
学
生
を
守
る
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て
３
点
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

先
ず
、
暑
い
夏
の
授
業
を
減
ら
し
て
、
夏

休
み
を
多
く
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
文
部
科

学
省
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
で
す
が
、
政
府

も
死
者
が
出
て
か
ら
補
助
金
に
対
し
て
も
融

和
な
態
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
早

期
の
設
置
を
望
む
の
で
す
が
、
本
町
の
小
・

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
水
泳
の
授
業
に
つ
い
て
気
温
が

35
度
を
超
え
た
ら
プ
ー
ル
の
行
き
帰
り
が
危

険
で
あ
り
、
水
温
が
高
す
ぎ
る
た
め
駄
目
で

あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
本
町
で
は
何
を

基
準
に
し
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
に
揖
斐
、
北
方
小
学
校
に
完
備
し
、
平

成
30
年
度
は
大
和
、
清
水
、
小
島
小
学
校
の

工
事
を
実
施
し
、
９
月
末
に
は
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

　

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
つ
い
て
は
、
５
年
計
画
で
整
備
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
エ
ア
コ
ン
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
安
全
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
早
期
に
対
応
す
べ
き
も
の

と
判
断
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
先
ず
は
国
の
補
助
金
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
７
月
20
日
に
財
務
省
や

地
元
選
出
の
棚
橋
衆
議
院
議
員
を
訪
ね
、
エ

ア
コ
ン
設
置
に
か
か
る
要
望
書
を
添
え
て
、
補

助
金
を
強
く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

折
に
、
国
も
教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
後
押

し
し
た
い
旨
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
７
月
23
日
に
は
、
菅
官
房
長
官
が

「
児
童
生
徒
の
安
全
、
健
康
を
守
る
た
め
猛

暑
対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
学
校
へ
の
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。」
と
述
べ
、
政
府
は
来
年
夏
ま
で
に
公

立
小
中
学
校
に
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
を
す
る
た

め
に
、
予
算
措
置
を
行
う
方
針
を
固
め
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
８
月
27
日
に
は
、麻
生
財
務
大
臣
、

棚
橋
議
員
に
お
会
い
し
、
再
度
、
補
助
金
を

強
く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
計
画
を
前

倒
し
て
来
年
度
の
夏
ま
で
に
、
町
内
の
学
校

に
エ
ア
コ
ン
が
整
備
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
夏
休
み
の
延
長
と
学
校
の
水
泳
に

つ
い
て
は
、
教
育
長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま
す
。

教
育
長

　

夏
休
み
の
位
置
付
け
は
、
暑
さ
対
策
と
い

う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
的
意
義
の
面
も

あ
り
ま
す
。
夏
休
み
は
、
自
分
の
計
画
に
基

づ
い
た
規
則
正
し
い
生
活
づ
く
り
、
自
主
的

な
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
児
童
生
徒

の
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
い

○
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　

１
４
１
万
４
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額　

６
０
２
万
４
０
０
０
円

決
算
案
件

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

と
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定

合
わ
せ
て
23
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
決
算
額
等
に
つ
い
て
は
、
６
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
案
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

・
山や

ま

﨑ざ
き　

克か
つ

枝え

さ
ん（
𦙾
永
）

そ
の
他
案
件

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結

除
雪
ド
ー
ザ（
11
ｔ
級
）
購
入
業
務

契
約
金
額　
　

１
４
３
６
万
４
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

コ
マ
ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社

中
部
カ
ン
パ
ニ
ー
建
機
営
業
部
大
垣
支
店

○
揖
斐
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

新
規
事
業
の
追
加
等
に
よ
り
、
計
画
の
一

部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

9
月４

日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会
（
初
日
）

６
日　

第
３
回
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
日　

第
３
回
民
生
建
設
常
任
委
員
会

７
日　

決
算
特
別
委
員
会

10
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）
一
般
質
問

11
日　

第
４
回
町
議
会
定
例
会（
最
終
日
）

11
日　

第
４
回
全
員
協
議
会

11
日　

議
会
と
代
表
区
長
会
と
の

意
見
交
換
会

8
月23

日　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

　
　
　

要
望
活
動

ここが聞きたい
一般質問

議員６名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

平
井　
豊
司 

議
員

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
、
埼
玉
県
熊
谷
で
日
本
最
高
気
温
の

41
・
１
度
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
記
録
計
の

目
盛
が
な
い
た
め
手
書
き
で
報
道
さ
れ
て
い

た
く
ら
い
の
暑
さ
で
す
。
本
町
も
、
日
本
で

一
番
暑
い
日
を
３
日
連
続
で
記
録
し
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告
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い
て
、
あ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
管
理
上
支
障
を
及
ぼ
す
大
き
な

被
害
の
発
生
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
徳
山
ダ
ム
は
高
さ
１
６
１
メ
ー

ト
ル
、
最
大
幅
が
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、

１
つ
の
山
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
全
て
が

一
度
に
崩
壊
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の
地
震
が
発
生
し

て
も
、
問
題
と
な
る
よ
う
な
被
害
は
生
じ
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
の
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、

ダ
ム
機
能
維
持
の
た
め
、
ダ
ム
の
あ
る
町
と

し
て
必
要
な
予
算
等
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
、
国
や
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
等
へ
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
大
雨
や
地
震
に
よ
る
ダ
ム
の
緊

急
放
流
が
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
い
ち
早
く
放
流
量
等
の
情

報
提
供
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
に

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
安
全
の
確

保
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
ダ
ム
の
運
用
に
つ
い
て
は
産
業
建

設
部
長
よ
り
答
弁
さ
せ
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

ま
ず
、
大
雨
時
に
つ
い
て
は
、
流
入
量
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
各
ダ
ム
に
お
い
て
貯
水

や
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
徳
山
ダ
ム
で
は
、
出
水
期
に
あ
た

る
６
月
16
日
～
10
月
15
日
ま
で
の
間
は
、
流

入
量
が
毎
秒
２
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
過

す
る
と
全
量
を
ダ
ム
に
貯
水
し
、
横
山
ダ
ム

で
は
、
制
限
水
位
１
８
７
メ
ー
ト
ル
を
超

杉
本　
一
義 

議
員

ダ
ム
災
害
へ
の
認
識
と
備
え
は
？

　

ご
承
知
の
よ
う
に
揖
斐
川
に
は
、
下
流
よ

り
昭
和
15
年
完
成
の
西
平
ダ
ム
、
昭
和
28
年

完
成
の
久
瀬
ダ
ム
、
そ
し
て
昭
和
40
年
完
成

の
横
山
ダ
ム
、
日
本
一
の
貯
水
量
を
誇
る
平

成
20
年
完
成
の
徳
山
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ダ
ム
は
基
重
な
電
力
供
給
源
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
豪
雨
や
渇
水
時
の
水
量
調
整
な
ど
、
防

災
や
利
水
ダ
ム
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
自
主
財
源

の
恩
恵
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
昭
和
30
年
代

か
ら
昭
和
50
年
前
半
頃
に
か
け
て
は
、
県
立

公
園
揖
斐
峡
と
し
て
西
平
ダ
ム
湖
を
活
か
し

た
、
ボ
ー
ト
や
遊
覧
船
で
の
娯
楽
、
河
岸
に

は
料
亭
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
が
建
ち
並
ぶ
な

ど
大
変
な
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
た
の
を
初

め
、
横
山
ダ
ム
堰
堤
内
観
光
や
徳
山
ダ
ム
観

光
な
ど
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
地
域
の
活

力
活
性
化
に
趣
旨
や
場
所
を
変
え
活
か
さ
れ

て
も
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
ダ
ム
決
壊
と
い
う
大
惨
事

の
リ
ス
ク
を
負
の
要
因
と
し
て
合
わ
せ
持
っ

て
い
る
こ
と
も
真
摯
に
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
惨
事
と

な
っ
た
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
平

成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、
ま
た
一
昨
年
の

態
本
地
震
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
と

も
に
、
近
い
将
来
に
発
生
が
取
り
た
だ
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
そ
し
て
明
治
24

年
10
月
に
根
尾
の
水
鳥
を
震
源
と
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
４
の
濃
尾
大
震
災
か
ら
も

１
２
６
年
目
を
迎
え
、
い
つ
大
地
震
の
発
生

あ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
の
中
で「
も

し
こ
れ
ら
の
ダ
ム
の
一
基
で
も
決
壊
し
た
ら

…
」
と
の
不
安
を
抱
か
れ
て
い
る
町
民
が
少

な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

た
と
え
卓
上
の
計
算
や
今
日
ま
で
い
か
な

る
災
害
に
も
ダ
ム
の
決
壊
は
招
か
な
か
っ
た

と
の
事
例
を
も
っ
て
安
全
性
の
評
価
が
な
さ

れ
て
い
て
も
、
絶
対
安
全
で
あ
る
と
言
い
切

れ
な
い
の
が
自
然
災
害
の
脅
威
で
す
。

　

ミ
ク
ロ
と
い
う
極
々
小
さ
な
発
生
確
率
で

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

や「
石
橋
を
た
た
い
て
渡
る
」
と
い
う
諺
も
あ

る
よ
う
に
、
流
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

も
っ
て
有
事
に
即
応
で
き
る
計
画
や
町
民
へ
の

周
知
徹
底
を
確
立
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と

痛
感
し
ま
す
が
、
ダ
ム
災
害
を
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
設
計
基
準
で

あ
る
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
に
基
づ
き
設

計
さ
れ
て
お
り
、
完
成
年
次
の
古
い
ダ
ム
に

つ
い
て
も
同
構
造
令
に
よ
り
、
耐
震
の
確
認

が
各
関
係
機
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
方
法
で
設
計
が
実
施
さ
れ
た
ダ
ム

は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
等
の
過
去
に
お
け
る
大
地
震
に
お

う
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
核
家
族
、
共
働

き
の
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
子
ど
も
の
日
中

の
生
活
や
学
習
を
見
届
け
る
こ
と
が
、
難
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
を
多

く
し
た
場
合
、
そ
の
分
の
授
業
時
数
を
確
保

す
る
た
め
に
、土
曜
日
を
授
業
日
に
し
た
り
、

冬
休
み
や
春
休
み
の
日
数
を
削
減
し
た
り
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
学
校
の
年
間

指
導
計
画
や
行
事
計
画
も
大
幅
に
見
直
す
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
夏
休
み
の
延
長
は
、
学
校

だ
け
で
な
く
、
家
庭
、
地
域
に
も
影
響
が
あ

り
ま
す
の
で
、
夏
休
み
の
実
施
期
間
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
進
捗
状
況

や
気
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
向
け

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
学
校
の
水
泳
に
つ
い
て
、
当
町

の
学
校
で
は
、
水
泳
に
適
し
た
水
温
が
23
度

で
あ
る
こ
と
や
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の

安
全
を
考
え
、
今
年
度
は
、
天
気
予
報
で
最

高
気
温
が
35
度
を
超
え
る
日
は
中
止
す
る
こ

と
を
基
準
と
し
て
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ

せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
休
み
の
学
校
の
水
泳
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
異

常
な
高
温
の
中
で
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の「
35
度
以

上
は
原
則
運
動
中
止
」
と
い
う
注
意
喚
起
を

参
考
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
年
度
の
町
立
学
校
及
び
他
の
市

町
の
実
施
状
況
を
収
集
、
検
証
し
、
夏
休
み

の
高
温
時
の
水
泳
実
施
の
是
非
、
水
泳
の
内

容
や
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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と
考
え
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
も
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
移
住
定
住
支
援
事
業
を
よ
り
使
い
や
す

い
制
度
に
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
部
長

　

現
在
の
規
則
で
交
付
の
対
象
と
な
る
の
は
新

築
住
宅
建
設
や
購
入
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
あ

ら
か
じ
め
町
長
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
改
修
、
賃
貸

住
宅
家
賃
助
成
に
つ
い
て
も
、
事
前
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
新
築
時
や
購
入
時
と
数
年
経
過
後
で
は
、

世
帯
条
件
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
や
必
要
な

書
類
な
ど
が
整
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
事

前
の
申
請
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
町
外
の
方
の
中
に
は
、
制
度
を

知
ら
な
い
方
も
み
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

事
後
申
請
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
制
度
の

趣
旨
も
踏
ま
え
検
討
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
移
住
・
定
住

チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
お
り
、

住
民
課
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
チ
ラ
シ
を

置
き
、
転
入
者
の
方
な
ど
の
目
に
触
れ
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
更
に
、
住
民
課
や
建
設
課
な
ど
関

連
す
る
課
が
連
携
し
、
広
く
周
知
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

大
西　
政
美 

議
員

ゼ
ロ
円
宅
地
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

　

ゼ
ロ
円
宅
地
事
業
は
、
当
初
新
聞
で
大
き

町
な
ど
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、町
立
小
中
学
校
の
暑
熱
対
策（
冷

房
設
備
の
設
置
）
は
一
部
の
小
学
校
の
み
で

全
校
の
設
置
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
17
日
に
揖
斐
川
中
学
校
に
お
邪
魔
し

ま
し
て
４
階
の
１
年
生
の
教
室
、
３
階
の
２

年
生
の
教
室
の
温
度
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
４
階
が
37
度
強
、
３
階
が
36
度

強
で
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
校
舎

で
あ
り
階
に
関
係
な
く
大
変
暑
か
っ
た
で

す
。
こ
の
様
な
環
境
下
で
の
勉
強
は
、
あ
ま

り
に
も
大
変
で
は
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
同
様
の
内
容
で
一
般
質
問
し

た
時
に
は
、
学
校
の
規
模
に
よ
り
額
の
多
少

は
あ
る
が
、
１
校
あ
た
り
数
千
万
円
の
費
用

が
必
要
と
な
り
、
国
・
県
に
補
助
金
申
請
を

毎
年
実
施
し
、
要
望
も
強
く
行
い
、
町
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
て
５
年
計
画
で
推
進
す
る

と
の
回
答
で
し
た
。
ま
た
、
町
長
自
ら
が
岐

阜
県
知
事
や
地
元
国
会
議
員
、
首
相
に
直
接

陳
情
に
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
冷
房
設
備
の
今
後
の
設
置
計

画
に
つ
い
て
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

町 

長

　

平
井
議
員
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
た
通

り
、
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
国
の
補

助
金
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
麻
生
財
務
大
臣
、
財
務
省
、

地
元
選
出
の
棚
橋
衆
議
院
議
員
を
訪
ね
、
補

助
金
を
強
く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、
来
年
度
の

夏
ま
で
に
、
町
内
の
学
校
に
エ
ア
コ
ン
が
整

備
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

揖
斐
川
町
の
移
住
・
定
住
化
支
援
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
移
住
定
住
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
、急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
中
学
生
議
会
で
町
長
が
移
住
定
住

支
援
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
移
住
定

住
支
援
に
つ
い
て
、
広
報
、
い
び
が
わ
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
関
連
業
界
に
も

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
築
住
宅
建
設
等
奨
励
金
の
年
度
別
件
数

は
、
平
成
25
年
が
45
件
の
う
ち
18
件
が
転
入

世
帯
、
平
成
28
年
が
29
件
の
う
ち
10
件
転
入

世
帯
、 

平
成
29
年
が
22
件
の
う
ち
６
件
転
入

世
帯
で
す
。

　

先
日
、
揖
斐
川
町
に
移
住
定
住
さ
れ
新
築

住
宅
を
建
設
さ
れ
た
方
か
ら
、
住
宅
建
設
支

援
を
知
ら
ず
、
新
築
し
て
か
ら
町
に
届
け
た

ら
、
事
後
で
は
駄
目
で
す
よ
と
説
明
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
、
移
住
定

住
支
援
制
度
が
あ
っ
て
も
事
前
に
知
ら
な
く

て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
お
尋
ね
し
ま
す
。
町
外
か
ら
移

住
定
住
さ
れ
た
場
合
、
事
後
で
も
該
当
す
る

よ
う
な
規
定
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
新

築
住
宅
の
場
合
、
確
認
申
請
時
や
転
入
届
時

な
ど
に
、
今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
せ
ん

か
。
他
県
、
町
外
か
ら
の
転
入
者
や
町
外
の

業
者
さ
ん
は
、
制
度
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い

過
す
る
場
合
、
も
し
く
は
流
入
量
が
毎
秒

２
９
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
過
す
る
場
合
、

ゲ
ー
ト
放
流
が
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
横
山
ダ
ム
は
、
放
流
開
始
の
１

時
間
前
に
は
町
へ
連
絡
が
入
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
震
時
に
は
、
発
生
直
後
に
各
ダ

ム
に
お
い
て
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

徳
山
ダ
ム
及
び
横
山
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
地

点
周
辺
の
観
測
所
で
震
度
４
以
上
、
ま
た
は

ダ
ム
基
礎
部
に
設
置
さ
れ
た
地
震
計
で
最
大

加
速
度
25
ガ
ル
以
上
を
観
測
し
た
場
合
、
発

生
後
１
時
間
以
内
に
目
視
点
検
、
３
時
間
以

内
に
１
次
点
検
、
24
時
間
以
内
に
は
２
次
点

検
を
実
施
し
国
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。
そ
の
他

の
ダ
ム
に
つ
い
て
も
、震
度
４
以
上
の
場
合
、

同
様
の
点
検
及
び
報
告
が
実
施
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
の
管
理
・
運
用
は
、
日
頃
か
ら
各
関

係
機
関
で
適
切
か
つ
適
正
に
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
大
雨
及
び
地
震
時
に
ダ
ム
の
緊
急

放
流
が
あ
る
場
合
は
、
い
ち
早
く
放
流
量
等

の
情
報
収
集
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
避

難
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

揖
斐
川
町
立
小
中
学
校
の（
環
境
改
善
）
冷

房
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

　

今
年
の
７
月
８
月
は
、
猛
暑
日
が
続
き
ま

し
た
。
突
然
テ
レ
ビ
で
日
本
一
暑
い
揖
斐
川
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く
取
り
上
げ
ら
れ
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
状
で
成
約
ま
で
に
は
至
ら

ず
、
定
住
促
進
用
地
の
３
区
画
は
成
約
待
ち

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
町
内
の
建
築
業
者
か
ら
、
新
築
希

望
者
の
若
者
が
無
償
で
土
地
を
頂
い
て
も
新

築
の
場
合
、
あ
る
程
度
大
き
な
金
額
が
必
要

で
あ
り
、
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
も
土
地
所
有
者

が
揖
斐
川
町
で
あ
る
た
め
規
約
上
難
し
い
と

聞
き
ま
し
た
。

　

町
の
ゼ
ロ
円
宅
地
事
業
に
係
る
住
宅
ロ
ー
ン

相
談
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
大
垣

共
立
銀
行
と
住
宅
ロ
ー
ン
融
資
に
関
わ
る
協

定
を
締
結
し
て
い
る
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
制
約
上
の
問
題
点

を
把
握
し
、
希
望
者
が
使
い
や
す
い
制
度
に

な
る
よ
う
改
善
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
現
状
と
制
約
上
の
一
番
の
問

題
点
は
何
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

企
画
部
長

　

ゼ
ロ
円
宅
地
事
業
に
つ
い
て
は
、
無
償
で

町
有
地
を
定
住
促
進
用
地
と
し
て
貸
付
し
、

原
則
１
年
以
内
に
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
や

10
年
以
上
住
む
こ
と
な
ど
の
一
定
条
件
の
も

と
無
償
譲
渡
を
す
る
も
の
で
、
平
成
29
年
３

月
よ
り
、
北
方
・
市
場
地
内
の
３
区
画
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
に
つ
い
て
は
、
募
集
開
始
か
ら
こ
れ

ま
で
約
20
件
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
正
式
な
申
し
込
み
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
契
約

者
が
条
例
・
規
則
及
び
譲
渡
契
約
書
に
定
め

る
事
項
に
違
反
し
た
場
合
は
、
譲
渡
契
約
を

解
除
し
、
土
地
の
返
還
な
ど
を
求
め
る
こ
と

か
ら
、
貸
付
が
困
難
と
判
断
す
る
金
融
機
関

が
多
く
、
同
様
の
制
度
を
創
設
し
て
い
る
市

町
村
は
個
別
に
金
融
機
関
と
協
定
を
締
結
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
町
内
の
金
融
機
関
と
協
議
し

た
結
果
、大
垣
共
立
銀
行
と
協
定
を
締
結
し
、

希
望
者
に
は
通
常
ど
お
り
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、
建
物

の
建
築
期
間
の
延
長
な
ど
契
約
条
件
の
見
直

し
を
検
討
し
、
他
の
移
住
・
定
住
支
援
事
業

と
併
せ
、
ゼ
ロ
円
宅
地
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
久
保　
為
芳 
議
員

森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
は
、
８
０
３
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
広
大
な
面
積
の
中
で
、
約
92
パ
ー

セ
ン
ト
も
森
林
が
占
め
、
森
林
が
も
た
ら
す

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
固
定
は
地
球
温
暖
化

の
防
止
に
役
立
ち
、
地
球
規
模
の
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
近
年
で
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
に

伴
う
木
材
生
産
の
衰
退
、
そ
し
て
担
い
手
不

足
と
そ
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
管
理

が
行
わ
れ
ず
、
荒
廃
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

る
の
が
現
実
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
九
州
北
部
豪
雨
や
今
年
７
月
の
西
日

本
豪
雨
な
ど
を
見
ま
す
と
、
管
理
で
き
て
い

な
い
森
林
の
崩
壊
な
ど
が
、
土
石
流
な
ど
の

原
因
と
な
っ
て
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
、

人
命
を
奪
う
と
い
う
よ
う
な
災
害
の
引
き
金

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
は
、
森

林
を
守
り
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
認
識
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

す
で
に
、
岐
阜
県
で
は
、
平
成
24
年
４
月

か
ら「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」
が

創
設
さ
れ
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、揖
斐
川
町
で
は
、

そ
の
税
に
大
き
な
恩
恵
を
受
け
、
環
境
保
全

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
等
し

く
負
担
を
分
か
ち
合
っ
て
、
我
が
国
の
森
林

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
仮
称
で
あ
り
ま

す
が
、「
森
林
環
境
税
」
及
び「
森
林
環
境
讓

与
税
」
の
創
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

国
民
か
ら
均
等
に
税
を
徴
収
す
る
森
林
環

境
税
は
、
平
成
36
年
度
か
ら
、
森
林
の
整
備

に
活
か
す
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
平
成
31
年

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
当
町

の
よ
う
に
森
林
を
抱
え
る
自
治
体
が
主
体
と

な
り
、
国
が
定
め
る
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
問
題
な
ど
で
手

入
れ
で
き
て
い
な
か
っ
た
森
林
の
整
備
や
こ

の
た
め
の
所
有
者
の
意
向
調
査
、
そ
し
て
森

林
の
境
界
画
定
、
さ
ら
に
森
林
整
備
を
担
う

人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
な
ど
の
取
組

み
、
ま
た
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

な
ど
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
活
用
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
揖
斐
川
町
の

森
林
整
備
の
体
制
が
整
っ
て
行
く
状
況
と
と

も
に
段
階
的
に
増
額
さ
れ
、
森
林
整
備
の
安

定
的
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

地
域
の
安
心
・
安
全
の
確
保
や
地
域
の
安
定

的
な
雇
用
創
出
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
で
、
お
伺
い
し
た
い
の
は
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
交
付
金
を
活
用
し
、
森
林
整
備

及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
事
業
の
中
で
、
当

町
の
森
林
整
備
を
長
期
的
な
展
望
で
進
め
て

い
く
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
、

そ
れ
を
進
め
る
た
め
に
、
民
間
事
業
者
な
ど

と
の
連
携
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
方
針
や
体

制
で
進
め
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）
の
使
途
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
か
ら
の
詳
細
な
範
囲
は
示
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
間
伐
や
人
材
育
成
、
担
い

手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発

等
の「
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る
費

用
」
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
範
囲
の
中
で
事
業
を
幅
広
く
、
弾
力

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業
建
設
部

長
か
ら
答
弁
さ
せ
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

わ
が
国
で
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の

約
半
数
が
主
伐
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
一
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態
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
・
ご
好
評

頂
い
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
駐
車
場
は
車
51
台
が

停
め
ら
れ
る
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
夜
間
の

照
明
が
薄
暗
く
、
利
用
さ
れ
て
い
る
女
性
の

中
か
ら
不
安
の
声
が
聞
こ
え
、
防
犯
の
た
め

も
う
少
し
照
明
を
増
や
す
べ
き
か
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
養
老
鉄
道

利
用
者
増
強
を
目
指
し
、
揖
斐
駅
周
辺（
駅
の

東
側
な
ど
）
に
更
な
る
駐
車
場
の
確
保
を
検

討
す
る
こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
構
想
が
有
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
部
長

　

照
明
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
整
備
の
際
に

入
り
口
、
中
間
の
東
側
、
駐
車
場
奥
の
西
側

の
３
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
で
夜
間
に
確
認
し
ま
し
た
が
、
照
明

の
照
射
範
囲
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
薄

暗
さ
は
あ
る
も
の
の
大
き
な
支
障
と
な
る
状

況
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
利
用
者
の
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い

し
な
が
ら
、
必
要
で
あ
れ
ば
増
設
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
駅
周
辺
の
駐
車
場
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
北
側
駐
車
場
が
51
台
、

駅
前
広
場
が
29
台
、
計
80
台
の
無
料
駐
車
場

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
有
料

駐
車
場
が
38
台
あ
り
ま
す
。

　

揖
斐
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
駐
車

場
だ
け
で
な
く
、
周
辺
一
体
の
開
発
と
し

て
、
平
成
17
年
度
に
駅
の
東
側
も
含
め
た
整

備
調
査
を
実
施
し
土
地
利
用
計
画
図
を
作
成

方
、
所
有
者
の
経
営
意
欲
が
乏
し
く
経
営
管

理
が
で
き
て
い
な
い
、
境
界
が
わ
か
ら
な
い
所

有
者
や
共
有
者
が
分
か
ら
ず
手
が
つ
け
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
森
林
が
多
く
存
在
し
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
森
林
は
益
々
増

加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
、当
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
森
林
の
経
営

管
理
を
責
任
あ
る
主
体
に
よ
っ
て
持
続
的
に

行
う
た
め「
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度（
森

林
管
理
シ
ス
テ
ム
）」
が
同
時
に
施
行
さ
れ
る

わ
け
で
す
が
、
広
大
な
森
林
を
抱
え
る
当
町

に
お
い
て
、
こ
の
制
度
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
森
林
組
合
等
の

事
業
体
及
び
自
治
会
関
係
者
ら
と
連
携
し
、

長
期
的
な
計
画
を
立
て
て
、
順
次
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
迷
す
る
木
材
利
用
の
流
通
促
進

及
び
不
足
す
る
人
材
・
担
い
手
の
育
成
等
に

つ
い
て
も
、
併
せ
て
協
議
・
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

高
齢
者
が
先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
を

購
入
す
る
場
合
の
補
助
金
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
新
規
に
先
進
安
全
自
動
車（
Ａ

Ｓ
Ｖ
）
を
購
入
す
る
場
合
、
そ
の
安
全
機
能

に
対
し
て
１
台
あ
た
り
総
額
で
２
～
３
万
円

の
補
助
金
を
出
し
て
導
入
を
支
援
し
て
い
る

自
治
体
等
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
走
行
時
に
前
方
の
障
害
物
と
の
衝
突
危

険
性
の
警
報
、
衝
突
被
害
を
軽
減
す
る
自
動

ブ
レ
ー
キ
、
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
時
の
加

速
制
御
、
車
線
逸
脱
時
の
警
報
な
ど
の
機
能

を
付
け
る
こ
と
に
対
し
補
助
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
メ
ー
カ
ー
や

車
種
に
よ
り
既
に
標
準
装
備
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
オ
プ
シ
ョ
ン

扱
い
が
大
半
で
す
。 

特
に
注
目
す
べ
き
こ
と

は
、
最
近
は
軽
ト
ラ
ッ
ク（
軽
貨
物
車
）
に

ま
で
こ
れ
ら
の
安
全
機
能
の
装
備
が
可
能
に

な
っ
て
来
た
こ
と
で
す
。

　

高
齢
者
の
運
転
事
故
が
増
加
し
て
い
る
昨

今
、
当
町
で
も
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
普
及
に
向
け
て
補
助

制
度
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

住
民
福
祉
部
長

　

先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
と
は
、
先

進
技
術
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運

転
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
自
動

車
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
国
が
平
成
３
年
か
ら

交
通
安
全
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｖ

推
進
計
画
を
定
め
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
に
関
す
る
技
術

の
開
発
・
実
用
化
・
普
及
を
促
進
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　

先
進
安
全
自
動
車
の
導
入
支
援
制
度
と
し

て
は
、
国
土
交
通
省
が
Ａ
Ｓ
Ｖ
装
置
を
搭
載

し
た
事
業
用
車
両
を
購
入
す
る
場
合
に
Ａ
Ｓ

Ｖ
装
置
購
入
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１
を
補

助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

対
象
は
あ
く
ま
で
事
業
用
車
両（
ト
ラ
ッ
ク
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
）
で
あ
り
、
自
家
用

車
は
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
に
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
発

生
件
数
及
び
死
亡
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
全
体
の
事
故
件
数
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
は
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
は
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主

返
納
が
有
効
な
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
当
町
で
も
平
成
26
年
度
よ
り
自
主
返
納

者
の
方
に
、
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
自
動
車
に
買
い
換
え
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
が
、
Ａ
Ｓ
Ｖ
自
動
車
に
乗

れ
ば
必
ず
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
は
言
え

ず
、あ
く
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｖ
装
置
は
、ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
事

故
を
防
ぐ
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
責
任
と

主
体
性
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
国
土
交
通
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
に
は
自
動
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

ル
踏
み
間
違
え
に
よ
る
急
発
進
防
止
装
置
を
、

ほ
ぼ
全
て
の
新
車
に
標
準
装
備
ま
た
は
オ
プ

シ
ョ
ン
設
定
す
る
見
通
し
で
あ
り
、
今
後
Ａ

Ｓ
Ｖ
は
普
及
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

議
員
ご
提
案
の
、
公
費
に
よ
る
補
助
制
度

を
新
た
に
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
自
助
に

よ
り
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
宇
佐
美　
直
道 

議
員

揖
斐
駅
北
側
の
町
営
駐
車
場
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
３
月
に
完
成
し
た
養
老
鉄
道
揖

斐
駅
北
側
駐
車
場
は
、
私
も
時
々
利
用
さ
せ

て
頂
く
の
で
す
が
、
い
つ
も
満
車
に
近
い
状
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町 

長

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
重
点
施
策
の
１
つ
と
し
て
、
安
全

な
地
域
づ
く
り
の
推
進
と
防
犯
対
策
の
強
化

の
た
め
に
、
国
道
な
ど
の
主
要
道
路
の
公
共

施
設
な
ど
へ
の
設
置
に
つ
い
て
、
新
年
度
予

算
で
も
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
事
件
・
事
故
防
止

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
登
下
校
時
の
交
通
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
の

皆
さ
ん
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
始
め
、
人
目

が
行
き
届
か
な
い
場
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
５

台
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
車
両
盗
難
や
交
通
事
故
防
止
対
策

と
し
て
、
本
年
度
は
国
道
等
主
要
道
路
沿
い

に
３
台
の
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
、

揖
斐
警
察
署
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

犯
罪
事
情
が
悪
化
す
る
中
、
犯
罪
防
止
の

観
点
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
は
有
効
な
対
策
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
お
話
の
と
お
り
、
自
己
の
容
貌
等
を

み
だ
り
に
撮
影
さ
れ
た
り
、
公
表
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
自
由
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

と
し
て
憲
法
第
13
条
を
根
拠
に
保
護
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
勝
手
に
撮
影
す
る
こ
と
は
、

撮
影
さ
れ
る
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
適
正
な
設
置
及
び
利
用
基
準

の
必
要
性
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・
運
用
規

程
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
考
慮
し

て
、
な
お
一
層
、
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
駅
東
側
に
つ
い
て
も
、
農
振
除

外
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
対
応
し
て
き
ま
し

た
が
、
地
元
で
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
完
成
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
し
や
す
い
揖
斐
駅
と
な
る

よ
う
公
衆
ト
イ
レ
や
駐
輪
場
、
駅
前
広
場
へ

の
出
入
り
口
部
分
の
改
良
な
ど
、
整
備
可
能

な
も
の
は
、
適
宜
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
公
共
交
通
の
拠
点
と
し
て
、
南

の
玄
関
と
し
て
、
揖
斐
駅
周
辺
整
備
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

障
害
者
雇
用
率
の
改
善
に
つ
い
て

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
定
め
る
障
害
者
雇

用
率
の
水
増
し
が
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
町
に
お
け
る
障
害
者
雇
用

率
は
現
状
、何
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
。
ま
た
、

募
集
時
に
障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
の
確
認
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
中
央
省
庁

を
初
め
当
町
を
含
む
多
く
の
地
方
自
治
体
で

障
害
者
雇
用
率
が
低
い
原
因
及
び
そ
の
改
善

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町 

長

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
基
本
理
念
に
も
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
障
が
い
を
持
つ
方
も
経
済

社
会
を
構
成
す
る
労
働
者
の
一
員
と
し
て
、

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
障
が
い
者
の
方
の
雇
用
機

会
と
働
き
や
す
い
環
境
を
総
合
的
に
講
じ

て
、今
後
と
も
障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
り
、

雇
用
率
が
達
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
平
成
30
年
６
月
１
日
現
在
の
揖
斐

川
町
の
障
害
者
雇
用
率
は
２
・
03
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
法
定
雇
用
率
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
国
、
地
方
公
共
団
体
等

は
、
２
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
２
・５
パ
ー
セ

ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
現
在
の
揖
斐
川
町

は
、
残
念
な
が
ら
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

募
集
時
に
お
け
る
障
が
い
者
の
方
で
あ
る

と
の
確
認
は
、
障
害
者
手
帳
で
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

当
町
の
障
害
者
雇
用
率
が
低
く
な
っ
た
原

因
は
、
雇
用
し
て
い
ま
し
た
障
が
い
者
の
方

が
急
き
ょ
お
辞
め
に
な
っ
た
こ
と
で
、
率
が

下
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
働
き
や
す
い
職
場

確
保
に
尽
力
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
、
障

が
い
者
の
方
に
対
し
て
の
職
員
募
集
を
行

い
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

　

今
年
５
月
の
新
潟
市
の
小
学
２
年
生
女
児

の
殺
害
事
件
、
昨
年
３
月
の
千
葉
県
松
戸
市

の
小
学
３
年
生
女
児
の
殺
害
事
件
な
ど
、
近

年
、
子
ど
も
の
登
下
校
時
を
狙
っ
た
凶
悪
な

犯
罪
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
幸
い
こ
う
し
た
凶
悪
な

事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
犯
罪

の
前
兆
と
も
言
え
る
不
審
者
や
声
掛
け
事
案

な
ど
は
頻
発
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
安
全
、
ひ

い
て
は
地
域
の
安
全
、
安
心
の
た
め
の
一
層
の

防
犯
対
策
が
、喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
防
犯
対
策
に
非
常
に
有

効
な
手
段
と
し
て
今
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の

に
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
あ
り
ま
す
。
防
犯
カ
メ

ラ
は
事
件
解
決
の
有
力
な
手
段
で
あ
る
と
同

時
に
、
犯
罪
を
未
然
に
抑
止
す
る
大
き
な
効

果
も
あ
り
ま
す
。

　

今
日
で
は
、
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
個
人
レ
ベ
ル
で
も
、

自
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
自
家
用
車

へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
な
ど
が

急
速
に
普
及
す
る
中
で
、
地
域
の
安
全
、
安

心
を
担
う
立
場
の
町
と
し
て
も
、
こ
う
し
た

個
人
や
民
間
企
業
の
防
犯
へ
の
取
組
み
と
並

行
し
て
、
一
層
の
安
全
、
安
心
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
公
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
警
察
や
地
元
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
て
決
定
し
、
運
用
に
際
し
て

は
、
撮
影
映
像
の
厳
重
管
理
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
に
配
慮
し
た
適
切
な
ル
ー
ル
作
り

を
行
い
な
が
ら
、
安
全
、
安
心
の
町
づ
く
り

の
た
め
に
、
早
急
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
と
し

て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

𦙾
永
駅
前
住
宅
　
1
戸

・
住　

所　
　
揖
斐
川
町
𦙾
永
６
４
２
の
１

・
建
設
年
度　

平
成
24
年
度

・
耐
火
構
造
５
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
６
，
６
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

11
月
1
日（
木
）
～
11
月
15
日（
木
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

平
成
30
年
12
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

臨
時
職
員（
障
が
い
者
）募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

（
障
が
い
者
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
　
　
種　
一
般
事
務
補
助（
電
話
交
換

業
務
補
助
等
）

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
試
　
　
験　
面
接
試
験
を
実
施

■
雇
用
期
間　
平
成
30
年
12
月
1
日
～

	

平
成
31
年
3
月
31
日

■
勤
務
時
間　
週
3
日
程
度

	

９
時
～
17
時（
７
時
間
程
度
）

■
賃 

金 

等　
時
給
８
５
０
円

■
応
募
方
法

　

履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）・
障
害
者
手
帳
の

写
し
を
、
11
月
22
日（
木
）
ま
で
に
揖
斐
川

町
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
医
療
講
演
会

■
テ
ー
マ

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
目
指

し
て 

～
み
ん
な
で
学
ぶ
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
～

■
講
　
　
師	

順
天
堂
大
学
教
授

	

服
部　

信
孝
氏

■
開
催
日
時	

11
月
11
日（
日
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
開
催
場
所	

奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念

館　

２
階
多
目
的
室（
１
）

大
垣
市
船
町
２
‒
26
‒
１

℡
０
５
８
４
‒
８
４
‒
８
４
３
０

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
締
切　
11
月
10
日（
土
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病　

き
ず
な
の
会　

　

℡
０
９
０
‒
５
０
０
１
‒
８
７
３
１ 

�

（
担
当
：
林
）

 

福
祉
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

岐
阜
県
年
金
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
福

祉
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時	

11
月
29
日（
木
）

	

13
時
～
16
時

■
開
催
場
所	

大
垣
市
情
報
工
房
５
階

	

ス
イ
ン
ク
ホ
ー
ル

■
講
座
内
容　

　

第
１
部	

年
金
講
座

	

『
年
金
制
度
講
習
会
』

　

第
２
部	

健
康
講
話

	

『
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で

�

歩
く
た
め
に
』

　

第
３
部	

歴
史
講
話

	

『
高
須
四
兄
弟
の
父
・

�

松
平
義
建
』

■
定
　
　
員	

１
５
０
人（
先
着
順
）

■
参 

加 

料	

無
料

■
参
加
資
格	

西
濃
地
域
２
市
９
町
の
在

住
者（
年
齢
問
わ
ず
）

■
そ 

の 

他	

受
付
12
時
30
分
～

■
申
込
方
法	

岐
阜
県
年
金
協
会
へ
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
県
年
金
協
会（
岐
阜
市
西
中
島
７
‒

１
‒
24
三
鈴
ビ
ル
２
階
）

℡
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
１

℻
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
２

 

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

�

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
等

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料（
た
だ
し
、
通
話
料
は
相
談

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
）
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
11
月
12
日（
月
）
～
18
日（
日
）

月
～
金
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

土
・
日
曜
日　

10
時
～
17
時

■
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員

※
な
お
、
強
化
週
間
以
外
の
日
で
も
、
平
日

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
も
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。http://w

w
w
.jinken.go.jp

【
お
問
い
合
せ
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
‒
０
７
０
‒
８
１
０
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

介
護
予
防
講
座

�
 

健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

■
テ
ー
マ	
関
節
痛
・
腰
痛

■
開
催
日
時	
11
月
20
日（
火
）

	
14
時
～
15
時
30
分

■
開
催
場
所	

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

	

Ｉ
Ｂ
会
議
室

■
内
　
　
容	

講
話
、
ク
イ
ズ
、
ポ
ー
ル
ス

ト
レ
ッ
チ
、
骨
を
丈
夫
に
す

る
お
や
つ
の
試
食
等

■
定
　
　
員	

25
名

■
参 

加 

費	

無
料

■
受
付
期
限	

11
月
19
日（
月
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

℡
０
５
８
５
‒
２
２
‒
０
１
１
２

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
18
時

	

　
　
（
水
曜
・
日
曜
・
祝
日
以
外
）

�

担
当
：
黒
川

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
事
業
で
す
。

 

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

収
入
保
険
制
度
が
平
成
31
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
収
入
保
険
制
度
は
青
色
申
告
を

実
施
し
て
い
る
農
業
者
を
対
象
に
、
農
産
物

の
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に

よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、
価
格
低
下
な

ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
保
険

で
す
。

収
入
保
険
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
西
濃
農
業
共
済
組
合（
℡
０
５
８
４

‒
６
４
‒
６
６
６
７
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

�

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

一
人
で
も
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、

�

必
ず
労
働
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。

「
労
災
保
険
」
は
、
労
働
者
が
業
務
や
通

勤
に
起
因
し
て
、
負
傷
・
疫
病
・
死
亡
し
た

場
合
に
、
労
働
者
本
人
や
遺
族
に
必
要
な
給

付
を
行
い
ま
す
。

臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
あ
っ
て
も
雇
用

し
た
労
働
者
は
全
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
雇
用
保
険
」
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た

と
き
や
教
育
訓
練
を
受
講
し
た
と
き
、
在
職

中
の
60
歳
～
65
歳
未
満
や
育
児
休
業
・
介
護

休
業
中
の
労
働
者
で
一
定
の
賃
金
低
下
が

あ
っ
た
場
合
に
、必
要
な
給
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
主
に
対
し
て
は
、
失
業
の
予

防
、
雇
用
の
安
定
、
労
働
者
の
福
祉
の
増
進

を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
各
種
助
成
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
も
、
一
週
間
の
所

定
労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
、
か
つ
雇
用

見
込
み
が
31
日
以
上
で
あ
る
場
合
は
雇
用
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
29
年
１
月
１
日
よ
り
、
65
歳

以
上
の
方
も
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
り

「
資
格
取
得
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の

方
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室（
℡
０
５
８
‒
２
４
５
‒
８
１
１
５
）

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）・
労
働
保
険
事

務
組
合
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

裁
判
所
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
新
し
く

で
き
た
制
度
や
裁
判
手
続
き
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
月
テ
ー
マ
を
定
め
て
、
裁

判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w
.courts.

go.jp/index.htm
l

）
で
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
。

11
月
の
テ
ー
マ
は「
裁
判
員
制
度
～
ま
も

な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！
」
で

す
。ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

℡
０
５
８
‒
２
６
２
‒
５
１
２
２

 

（
一
社
）７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

利
用
推
進
協
会
に
よ
る

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事

11
月
22
日（
予
定
）
か
ら
、
揖
斐
川
町
の

一
部
地
域
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
事
業
者
に

よ
る
新
し
い
電
波
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
そ
の
電
波
が
テ
レ
ビ
受
信
ア
ン
テ
ナ
で

強
く
受
信
さ
れ
る
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
の
映
像
が
乱
れ
た
り
、
映
ら
な
く
な

る
な
ど
の
受
信
障
害
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

当
協
会
で
は
、
こ
の
受
信
障
害
を
防
止
ま

た
は
早
期
に
解
消
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
を
安
心
し
て
ご
視
聴
い
た
だ
け
る
よ

う
に
対
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
電
波
が
原
因
で
テ
レ
ビ
映
像
に
影

響
が
出
た
場
合
は
回
復
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
問
い
合
せ
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
テ

レ
ビ
を
ご
覧
の
場
合
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。

※
対
策
・
回
復
作
業
に
か
か
る
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

９
時
～
22
時（
年
中
無
休
）

【
お
問
い
合
せ
】

一
般
財
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
‒
７
０
０
‒
０
１
２

つ
な
が
ら
な
い
場
合

℡
０
５
０
‒
３
７
８
６
‒
０
７
０
０

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

http://www.nta.go.jp

国税庁では、毎年11月11日から
17日を「税を考える週間」とし
て、国税庁ホームページで、様々な
情報を提供しています。 

税について考えよう！

で
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11月

�23日（金・祝）・24日（土）・25日（日）開催
お楽しみ抽選会（毎日利用者先着150名）
「ゆ～みんぐ」ロゴ入りマフラータオル（毎日50本）
飲料水・お菓子など（毎日100本）

トレーニング相談会   
23日（金・祝）	 ①10:30～12:00 ②13:00～16:00
トレーナーが常駐しています。お気軽に声を掛けてください。

ゆ～みんぐカップ（クロールと平泳ぎのタイム競技会）  
24日（土） 	 14:00～16：00
１位とタイムピッタリ賞には賞品進呈

水泳ワンポイントレッスン  
25日（日）
　①11:00～11:50
　②13:00～13:50
	　③14:00～14:50
当日申込み、上記日時に実施
※別途利用料は必要ですが
　上記イベントの参加料金は無料です。

水泳用品大バーゲン
開催期間中の10:00～16:00

ブロック塀等の撤去に対する補助制度を創設します！
町では、大阪府北部を震源とする地震でのブロッ
ク塀倒壊事故を受け、11月１日よりブロック塀等撤
去の費用補助制度を創設します！　概要は以下のと
おりです。
補助対象のブロック塀等
①　国・県道および町管理道路（通学路を含む）に
接していること
②　道路地盤面から高さ60cm以上であること
※私道および民地境のブロック塀等は対象外
補助対象の工事
①　道路地盤面からの高さを40cm以下に切り下げ
る、もしくは撤去する工事
※原則、同一敷地内の道路に接面する場所にある
ブロック塀等は全て工事対象とすること

②　前面道路が建築基準法第42条第2項に該当する
場合は後退範囲内において全撤去とする

補助対象事業費
①　補助対象の工事を施工するために実際に要した
費用
②　撤去したブロック塀等の面積（㎡）×１万円
※①②の低い額が対象事業費となる
補助額・上限金額
①　補助対象事業費の１／２
②　１申請あたり10万円を限度とする
※一団の土地、同一敷地に１回しか申請できない
ものとする

注意事項
①　補助した同一敷地内の道路に接面する場所に再
度災害につながる恐れのあるブロック塀等を設置
しないこと
②　工事着工前に申請すること
③　施工業者は、建設業法第３条第１項の許可を受
けた建設業者に限る

その他各種条件がありますので、詳しい制度内容については下記へお問い合せください。
揖斐川町役場　建設課　まちづくり係　℡22－2111（内線316）

有

料

広

告

欄

【お問い合せ】	
　西濃環境整備組合 屋内温水プール ゆ～みんぐ　大野町下座倉1451-3　℡32-4682

25周年記念
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

技
術
力
の
向
上
と
安
全
作
業
を
め
ざ
し
、

会
員
と
一
般
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時	
11
月
20
日（
火
）

	
９
時
～
16
時
30
分

�
（
悪
天
候
の
場
合
は
21
日
）

○
場
　
所	

藤
橋
地
内

■
お
仕
事
の
受
付

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
襖
・
障
子
張
り

＊
網
戸
の
張
替　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
宛
名
書
き　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
等
）

＊
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃

�

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

『
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
』
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

11
月
６
日（
火
）、
20
日（
火
）

10
時
開
始�

（
約
１
時
間
半
か
か
り
ま
す
。）

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
二
階

　

会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

寿
長
ご

さ
ん

９
月
の

廣
ひろ

瀬
せ

　タミエ さん
95歳（坂内広瀬）

髙
たか

橋
はし

　シゲノ さん
95歳（西津汲）

藤
ふじ

原
はら

　重
しげ

行
ゆき

 さん
95歳（春日小宮神）

佐
さ

木
き

　ふみ江
え

 さん
95歳（清水）

牛
うし

島
じま

　みさを さん
95歳（黒田）

宗
そう

宮
みや

　三
み

千
ち

子
こ

 さん
95歳（房島）

小
こ

岩
いわ

　しげ さん
95歳（上野）

成
なる

瀬
せ

　ますゑ さん
95歳（三輪）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年8月1日現在　※(　)内は前月との比較

2,000,218人（290人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／969,695人（48人減）
女／1,030,523人（242人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

串原歌舞伎保存会、飯地五毛座歌舞伎保存会（ともに恵那市）によ
る地歌舞伎の公演のほか、今年10月にフランス、スペインの舞台に
立った加子母歌舞伎保存会（中津川市）、鳳凰座歌舞伎保存会（下呂
市）による凱旋公演を開催します。また、出演団体関係市による観光
ＰＲや特産品の販売も実施しますので、ぜひご来場ください。

「天下分け目の地　関ケ原」の魅力を全国に発信するため、プロ・アマ
問わず幅広く、関ケ原の写真作品を募集するコンテストを開催します。

「私の関ケ原」写真コンテスト
2018秋・冬を開催します

「清流の国ぎふ 秋の地歌舞伎公演2018」を
開催します

い い じ ご も う ざ

がいせん

関ケ原古戦場（秋） 関ケ原古戦場（冬）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

11月25日（日）開演11：00（開場10：30）
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市学園町3-42）
480人（先着順）
無料

と き
ところ
定 員
料 金

／
／
／
／

整理券配布／10月22日（月）からぎふ清流文化プラザ１階正面玄関にて配布
※整理券をお持ちの方から優先的に入場できます

問 ／県教育文化財団　☎058（233）8164

岐阜県史上最大級のプレ就活イベントを
開催します。県内企業約400社が一堂に
会す合同企業展です。著名人のトーク
ショーや就職活動に役立つ講座などもあ
ります。就活前の高校生・大学生はもちろ
ん、保護者の方もぜひご来場ください。

「オール岐阜・企業フェス」を
開催します案　内

●とき／11月16日（金）13：00～17：00
           11月17日（土）10：00～17：00
●ところ／岐阜メモリアルセンター（岐阜市）
  ※ＪＲ岐阜駅から無料シャトルバスを運行します
●料金／無料
●問／県庁産業人材課 ☎058（272）8406

検索オール岐阜・企業フェス

ドイツ・ロッテンブルク林業大学との連
携による森林環境教育をテーマにしたセ
ミナーを開催します。

森林環境教育セミナーの
参加者を募集します募　集

●とき／12月2日（日）10：00～16：00
●ところ／森林文化アカデミー（美濃市）
●定員／120人（先着順）
●料金／無料
●申込方法／ウェブサイト
●申込期限／11月22日（木）
●問／森林文化アカデミー ☎0575（35）2525

検索森林環境教育セミナー

人権啓発のパネル展示のほか、キャラク
ターショーやミナモショーを開催。塗り
絵・折り紙コーナーもあり、家族で楽しむ
ことができます。

「人権啓発フェスティバルinぎふ」を
開催します案　内

●とき／12月8日（土）10：00～15：30
●ところ／マーサ21（岐阜市）
●料金／無料
●問／県庁人権施策推進課
  ☎058（272）8250

検索人権啓発フェスティバルぎふ

「女性に対する暴力撤廃国際日」に合わせ
て、11月12日（月）から25日（日）まで「女
性に対する暴力をなくす運動」を実施し
ます。期間中、県内各地の街頭、公共施設
や商業施設で、相談窓口の案内などの普
及啓発活動を展開します。

「女性に対する暴力をなくす運動」を
実施します

案　内

●問／県女性相談センター ☎058（274）7377

健康への関心を高めていただくため、生
活習慣病や減塩をテーマとした講演や健
康チェックを実施します。

健康づくりフォーラムへの
参加者を募集します募　集

●とき／12月22日（土）10：00～15：30
●ところ／不二羽島文化センター（羽島市）
●定員／各300人（先着順）
●料金／無料
●申込方法／ウェブサイト
●問／県庁保健医療課 ☎058（272）8860

串原歌舞伎保存会

◆

◆

◆

◆

◆

自身が「これが私の関ケ原」と想う、秋または冬を感じさせる写真作品
岐阜県関ケ原町内で平成28年1月1日以降に撮影された作品

テ ー マ
作品条件

／
／

問 ／県関ケ原コンテスト運営事務局
☎058（215）1981

／平成31年2月27日（水）～3月13日（水）作品受入期間
／A4、四切、ワイド四切のいずれか（カラープリントのみ）作品サイズ等

検索私の関ケ原　コンテスト

ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」「清流
の国ぎふミナモ通信」が見られます。バックナン
バーも公開中！上記の二次元コードを読み込んで
アクセスしてください。

お米のおいしさを競う国内最大級のコン
クールが開催されます。当日は、全国各地
のお米の食べ比べや販売、飛騨の味を楽
しめるコーナーもあります。ぜひご来場く
ださい。

「米・食味分析鑑定コンクール
国際大会in飛騨」が開催されます案　内

●とき／11月26日（月）10：00～15：00
  　　　11月27日（火）9：50～15：00
●ところ／高山市民文化会館（高山市）
●料金／無料
●問／県飛騨農林事務所
  ☎0577（33）1111（内線238）
  飛騨農業協同組合
  ☎0577（36）3880

検索ＪＡひだ

飯地五毛座歌舞伎保存会

検索ぎふ健康づくりフォーラム



窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。

窓口だより
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11日（日）　いびがわマラソン2018
　　　　　　第30回谷汲もみじまつり
17日（土）～18日（日）
　　　　　　第４回いびがわ産業フェスティバル
18日（日）　第30回横蔵寺もみじまつり
23日（金・祝）
　　　　　　秋の城台山公園と
　　　　　　揖斐川の街並みウォーキング
24日（土）　青少年育成町民大会
25日（日）　岐阜県原子力防災訓練

10月31日（水）	町（県）民税　３期分
	 国民健康保険税　６期分
	 後期高齢者医療保険料　４期分
11月30日（金）	国民健康保険税　７期分
	 後期高齢者医療保険料　５期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,354（�－ 32）10,257 11,097 8,011（� 8）

揖斐川地域 15,958（� － 9） 7,698 8,260 5,717 （� 15）

谷汲地域 2,977（�－ 14） 1,420 1,557 1,097 （� － 5）

春日地域 936（� － 1） 453 483 462 （� 0）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 887（� － 5） 408 479 385 （� － 1）

藤橋地域 232（� － 2） 118 114 148 （� 0）

坂内地域 364（� － 1） 160 204 202 （� － 1）

出生 6人 /死亡 23人 /転入等 31人 /転出等 46人
〈平成 30年 10月 1日現在〉

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

下 岡 島 坪
つぼ
　井

い
　那

な
津
つ
芽
め

章 訓 晶 子

清 水 林
はやし

　 善
よう

翔
と

善 仁 実 希

中 村 安
あん

藤
どう

　 傑
すぐる

大 明 絵 梨

中 瀬 古 田
た
中
なか

陽
ひ
葵
まり

久 貴 恵 巳

浜 里 団 地 遠
えん
　藤

どう
　圭

けい
一
いち
郎
ろう

祐 康 かおり

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 林 　 正 美 87
東 若 松 小　林　みさ 98
房 島 ３ 区 富 田 　 榮 92
小 谷 加　納　たず子 90
溝 口 清 水 美 行 94
中 村 坪 井 幸 男 93
上 野 野 原 　 勳 79
市 場 梅　村　たつゑ 98
黒 田 河 合 純 男 80
谷 汲 深 坂 堀 口 義 明 94
谷 汲 名 礼 菅　原　二三弘 63
東 津 汲 松 岡 好 子 73
小 津 山　本　いとゑ 81
東 横 山 玉　井　美紀子 67

坂 内 川 上 杉　坂　さきゑ 86

夫 妻

野 原 圭 司（神戸町） 細 野 　 舞（北方１区）

髙 田 幸 知（北新町） 細 野 沙 織（ 野 中 ）

納期限のお知らせ11月の主な行事

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

平成30年９月届出分
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午 前

午 後

地元の子供たち、文化サークルによる舞台発表

矢吹兄弟による津軽三味線 嶺　陽子　歌謡ショー
・久瀬夢ろまん　・久瀬音頭

深川たつ美onステージ

地域の方の作品展示

主催：瀬音まつり実行委員会　　　後援：揖斐川町・揖斐川町観光連盟

そのほか、物産展・大抽選会・もち撒きも行います!!

恋人たちの聖地を撮影しよう!!

募 集 作 品：揖斐川町を代表する恋人たちの聖地
　　　　　　　『恋のつり橋』を題材にした作品を募集します。
応 募 締 切 日：2019 年９月 10日（火）　必着
応募・送付先：〒 501-0797 揖斐郡揖斐川町東津汲 875-1
　　　　　　　瀬音まつり実行委員会（久瀬振興事務所内）
　　　　　　　℡（0585）-54-2111
※応募票は久瀬振興事務所またはチラシにあります。

－ 応募規定 －
（ア）サイズは白黒、カラーとも四ツ切（四ツ切ワイド可）、デジ

タルも可（但し加工のものは不可）で未発表のもの。応募
点数に制限なし。（A4サイズは不可）

（イ）応募作品の裏面に応募票を添付し、郵送または持参する。
（ウ）応募作品は原則返却しない。
（エ）入賞作品の著作権は、主催者に帰属する。（パンフレット等

に使用する。）
※他人の著作権、肖像権を侵害するなどのトラブルの責任は一切負
いかねます。

（オ）入賞者は、原版（デジタル写真はメディアかCDに書き込
みしたもの）を提出すること。

― 表彰・展示 －
最優秀賞　１名　
　賞状・３万円相当の久瀬地区地域振興券
優 秀 賞　１名　
　賞状・２万円相当の久瀬地区地域振興券
入    賞　５名　
　賞状・１万円相当の久瀬地区地域振興券
佳    作　若干名  
　賞状・記念品等

2018 瀬音まつり 日　時：11月３日（土）９：30～15：00
場　所：旧久瀬中学校　体育館、グラウンド

「恋のつり橋」改修記念  フォトコンテスト
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11月11日（日）11月18日（日）
11月1日（木）～30日（金）
横蔵寺ライトアップ

「2018いびがわマラソン」同時開催

11月10日（土）～18日（日）

11月3日（祝）・4日（日）

11月1日（木）～15日（木）

場所／谷汲商工会前

西国三十三所　草創1300年祭
谷汲山華厳寺　寺宝大日如来像公開

西国三十三所　みんなでめざそう日本遺産

●「ふれ愛市」
●谷汲山 楽市楽座“養鉄樽鉄谷汲山ミニ周遊券”発売中

午前10時～午後3時　会場：横蔵寺駐車場 午前9時～午後4時
会場：町営谷汲門前駐車場

午後4時30分～午後9時

・揖斐川町・揖斐川町観光連盟・（一社）岐阜観光連盟
・名阪近鉄バス株式会社・樽見鉄道株式会社・養老鉄道株式会社

谷汲もみじまつり実行委員会（TEL 0585-55-2111）

JR大垣駅→樽見鉄道「谷汲口駅」・または養老鉄道「揖斐駅」下車→
揖斐川町コミュニティバス（名阪近鉄バス）谷汲山・横蔵行き利用

201811.11


